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桜
の
塩
漬
け
加
工
に
大
忙
し

千
村
地
区
の
農
家
グ
ル
ー
プ
「
千

村
若
竹
加
工
部
」
は

～

日
、
秦

野
市
を
代
表
す
る
特
産
品
「
桜
の
塩

漬
け
」
の
加
工
に
励
ん
だ
。

メ
ン
バ
ー
は
、
地
域
住
民
が
持
ち

寄
っ
た
花
を
急
ピ
ッ
チ
で
選
別
し
、

軸
が
付
い
た
ま
ま
白
梅
酢
と
塩
で
漬

け
込
ん
だ
６
月
か
ら
じ
ば
さ
ん
ず

な
ど
で
販
売
を
始
め
る
予
定
だ


同
グ
ル
ー
プ
は

年
以
上
前
か
ら

「
桜
の
塩
漬
け
」
の
加
工
に
励
ん
で

き
た
。
メ
ン
バ
ー
の
一
人
は
「
毎
年

楽
し
み
に
し
て
く
れ
て
い
る
多
く
の

人
の
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
作
り
続

け
て
い
き
た
い
」
と
笑
顔
を
見
せ

た
。

力
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、

地
場
産
農
産
物
の
消
費
を
拡

大
す
る
こ
と
が
狙
い
。
市
内

外
か
ら
合
計
約
１
万
人
が
来

場
し
、
に
ぎ
わ
い
を
見
せ

た
。会

場
に
は
農
家
が
出
荷
す

る
野
菜
や
果
物
の
他
、
野
菜

苗
や
花
苗
な
ど
も
ず
ら
り
と

並
ん
だ
。
農
家
に
よ
る
園
芸

相
談
コ
ー
ナ
ー
で
は
来
場
者

か
ら
の
「
野
菜
苗
の
上
手
な

植
え
方
を
教
え
て
ほ
し
い
」

な
ど
の
質
問
に
答
え
た
。

花
き
部
会
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ

ン
部
は
「
母
の
日
」
に
向
け

た
Ｐ
Ｒ
活
動
と
し
て
、
色
鮮

や
か
な
地
場
産
カ
ー
ネ
ー
シ

ョ
ン
を
無
料
で
配
布
し
た
。

「
春
ま
つ
り
」
を
開
い
た
。

多
く
の
消
費
者
に
農
業
の
魅

秦
野
市
園
芸
協
会
は

、


の
両
日
、
本
所
敷
地
内
で

で
内
田
賢
司
教
育
長
に
教
材

を
贈
呈
。
山
口
政
雄
組
合
長

が
、
テ
キ
ス
ト
と
補
助
教
材

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
手
渡
し
、
市
内

の
農
産
物
の
生
産
状
況
な
ど

に
つ
い
て
情
報
を
共
有
し

た
。
内
田
教
育
長
は
「
近
年

は
児
童
が
農
業
に
関
わ
る
機

会
が
減
っ
て
い
る
。
教
材
を

有
効
活
用
し
、
児
童
の
農
業

へ
の
理
解
を
深
め
た
い
」
と

話
し
た
。

し
て
い
る
。

３
月

日
に
秦
野
市
役
所

介
。

年
か
ら
は
補
助
教
材

と
し
て
Ｄ
Ｖ
Ｄ
も
セ
ッ
ト
に

１
４
６
０
部
な
ど
を
配
付
し

た
。
取
り
組
み
は
、
Ｊ
Ａ
バ

ン
ク
が
実
践
す
る
食
農
教
育

応
援
事
業
の
一
環
で
、
２
０

０
８
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

テ
キ
ス
ト
で
は
、
農
家
の
取

り
組
み
や
農
産
物
が
食
卓
に

並
ぶ
ま
で
の
過
程
な
ど
を
紹

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は
、
地
域
の

児
童
に
食
や
農
の
大
切
さ
を

伝
え
よ
う
と
、
食
農
教
育
の

補
助
教
材
「
農
業
と
わ
た
し

た
ち
の
く
ら
し
」
を
市
内
全

小
学
校
に
毎
年
贈
っ
て
い

る
。
今
年
は
市
内
の
小
学
５

年
生
を
対
象
に
、
テ
キ
ス
ト

ん
ず
の
陳
列
が
変
わ
り
買
い

物
が
し
や
す
く
な
っ
た
」

「
農
業
機
械
利
用
事
業
で
剪

定
（
せ
ん
て
い
）
チ
ッ
パ
ー

を
借
り
る
こ
と
が
で
き
、
と

て
も
助
か
っ
た
」
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
声
が
上
が
っ
た
。

Ｊ
Ａ
に
寄
せ
ら
れ
た
意
見

・
要
望
は
、
担
当
部
署
や
理

事
会
で
検
討
し
た
後
、
５
月


、

の
両
日
の
組
合
員
訪

問
日
で
配
布
す
る
「
座
談
会

報
告
号
」
に
掲
載
す
る
。

度
事
業
報
告
の
他
、
販
売
力

強
化
に
向
け
た
取
り
組
み
や

鳥
獣
被
害
対
策
、
Ｔ
Ａ
Ｃ

（
地
域
農
業
の
担
い
手
に
出

向
く
Ｊ
Ａ
担
当
者
）
の
活
動

な
ど
が
話
題
の
中
心
と
な
っ

た
。組

合
員
か
ら
は
「
鳥
獣
被

害
対
策
を
今
ま
で
以
上
に
強

化
し
て
ほ
し
い
」
「
じ
ば
さ

ら
れ
た
。

会
場
で
は
、
２
０
１
８
年

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は
５
～


日
、
市
内

会
場
で
春
の
座

談
会
を
開
い
た
。
組
合
員
の

声
を
今
後
の
Ｊ
Ａ
運
営
に
反

映
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
。
出

席
し
た
１
２
３
３
人
か
ら
、

多
く
の
意
見
や
要
望
が
寄
せ

が
ら
、
ナ
ス
や
キ
ュ
ウ
リ
な

ど
の
苗
を
育
て
て
い
る
ハ
ウ

ス
を
見
学
。
「
病
害
虫
は
ど

う
や
っ
て
防
い
で
い
る
の

か
」
「
苗
の
定
植
時
期
は
い

つ
が
良
い
か
」
な
ど
と
熱
心

に
質
問
し
た
。

そ
の
後
、
土
産
と
し
て
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
を
収
穫
し
た

他
、
希
望
す
る
品
目
の
野
菜

苗
を
２
ポ
ッ
ト
選
ん
で
持
ち

帰
っ
た
。
参
加
者
は
今
後
、

学
習
会
で
学
ん
だ
こ
と
を
生

か
し
、
野
菜
作
り
に
励
む
。


野
敏
委
員
長
は
「
参
加

者
に
は
学
習
会
を
き
っ
か
け

に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
農
業

や
Ｊ
Ａ
の
取
り
組
み
に
関
心

を
持
っ
て
も
ら
え
た
ら
」
と

話
し
た
。

北
支
所
運
営
委
員
会
は


日
、
管
内
の
准
組
合
員
や
新

し
く
加
入
し
た
組
合
員
に
地

域
農
業
へ
の
理
解
を
深
め
て

も
ら
お
う
と
、
農
業
学
習
会

を
開
い
た
。

参
加
者
９
人

が
、
施
設
と

露
地
で
野
菜

を
生
産
す
る

菩
提
の
古
谷

昇
さ
ん
の
圃

場
（
ほ
じ
ょ

う
）
を
訪
問

し
た
。

参

加

者

は
、
古
谷
さ

ん
か
ら
栽
培

方
法
や
出
荷

先
な
ど
の
説

明
を
受
け
な

用
く
だ
さ
い
。

ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
・
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
秦
野
駅
前
支

店
ま
で
。
☎

－
３
９
２
２

長
年
に
わ
た
り
組
合
員
・
利
用

者
の
皆
さ
ま
に
ご
利
用
い
た
だ
い

た
秦
野
駅
前
支
店
は
、
２
０
２
０

年
２
月

日
（
金
）
で
営
業
を
終

了
し
、
南
支
所
に
統
合
し
ま
す
。

同

日
（
火
）
以
降
は
南
支
所
窓

口
ま
た
は
本
町
支
所
な
ど
を
ご
利

す
。
秦
野
の
農
産
物
の
魅
力
や
Ｊ
Ａ
の
情
報
な

ど
を
発
信
し
て
い
ま
す
の
で
、
上
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
読
み
取
り
、
ぜ
ひ
フ
ォ
ロ
ー
や
「
い
い

ね
」
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
組
織
教
育
課
ま
で
。
☎


－
７
７
１
４

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は
、
写
真
や
動
画
を
共
有
す
る

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
ア
プ
リ
「
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
」
に
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
開
設
し
て
い
ま

作
業
は
時
間
と
の
勝
負
。
農
家
は
不

安
定
な
は
し
ご
の
上
で
身
を
乗
り
出

し
、
周
囲
の
枝
を
た
ぐ
り
寄
せ
な
が

ら
次
々
と
摘
み
取
っ
た
。

同
市
の
八
重
桜
の
歴
史
は
古
く
、

江
戸
時
代
か
ら
春
の
換
金
作
物
と
し

て
農
家
ら
が
摘
み
取
っ
て
い
た
と
い

う
。
傾
斜
地
で
も
栽
培
が
可
能
な
こ

と
な
ど
か
ら
、
昭
和
に
入
る
と
千
村

地
区
を
中
心
に
多
く
の
農
家
が
定
植

し
、
産
地
化
が
進
ん
だ
。

地
元
農
家
の
小
野
孝
允
さ
ん
は

「
長
年
続
く
八
重
桜
の
伝
統
を
こ
れ

か
ら
も
守
り
た
い
。
摘
み
手
の
高
齢

化
や
後
継
者
不
足
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
の
で
、
地
域
の
若
い
人
た
ち
に

伝
統
を
引
き
継
い
で
い
け
た
ら
」
と

笑
顔
を
見
せ
た
。

同
市
の
八
重
桜
は
、
特
産
品
で
あ
る

「
桜
の
塩
漬
け
」
に
加
工
さ
れ
、
菓
子

類
や
酒
類
な
ど
、
春
を
彩
る
さ
ま
ざ
ま

な
商
品
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。
全
国
シ

ェ
ア
の
７
、
８
割
を
占
め
、
同
市
を
代

表
す
る
農
産
物
の
一
つ
に
な
っ
て
い

る
。桜

は
数
日
で
散
っ
て
し
ま
う
た
め
、

食
用
八
重
桜
の
出
荷
量
が
全

国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
を
誇
る
秦
野

市
で
、

日
ご
ろ
か
ら
地
元
農

家
ら
に
よ
る
桜
の
摘
み
取
り
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。
わ
ず
か
な
開

花
時
期
を
逃
す
ま
い
と
、
多
く

の
農
家
が
収
穫
作
業
に
連
日
汗

を
流
し
た
。

地
場
産
の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ

ン
を
来
場
者
に
手
渡
す
農

家

文中の表彰などの人名紹介の際の敬称は省略させていただきます。

秦
野
産
農
産
物
の
魅
力
た
っ
ぷ
り
の
商
品

が
、
市
内
外
で
続
々
と
登
場
。
農
家
や
Ｊ
Ａ
、

商
業
者
は
秦
野
産
の
さ
ら
な
る
消
費
拡
大
に
向

け
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
。

今月の特集
４～５面

秦
野
の
農
産
物
で
新
商
品
続
々

秦 野 市
農業協同組合

（神奈川県）

発行責任者 宮永均

〒257-0015
秦野市平沢477
電話0463(81)7711㈹

発 行

堀山下の

髙橋
た か は し

正宏
ま さ ひ ろ

さん()



農
業
の
魅
力
を
発
信
し
た
い

「
頑
張
っ
た
分
だ
け
自

分
に
返
っ
て
く
る
の
が
農

業
の
魅
力
」
と
笑
顔
を
見

せ
る
堀
山
下
の
髙
橋
正
宏

さ
ん
。
農
業
を
営
む
家
庭

の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
育

ち
、
農
業
高
校
を
卒
業
後

は
一
般
企
業
に
勤
め
た

が
、
父
が
体
調
を
崩
し
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
就
農

し
た
。
現
在
は
良
質
な
野

菜
を
生
産
す
る
一
方
で
、

観
光
農
業
や
地
域
の
子
ど

も
た
ち
の
食
農
教
育
に
も

力
を
注
ぐ
な
ど
、
秦
野
市

の
農
業
活
性
化
に
貢
献
し

て
い
る
。

今
年
で
就
農
か
ら

年

目
を
迎
え
た
髙
橋
さ
ん

は
、
両
親
ら
と
共
に
１
・

５
㌶
の
畑
で
ネ
ギ
や
ブ
ロ

ッ
コ
リ
ー
な
ど
年
間

品

目
以
上
を
栽
培
。
丹
精
し

て
育
て
た
野
菜
は
、
じ
ば

さ
ん
ず
や
市
内
の
量
販
店

な
ど
に
並
び
、
多
く
の
来

店
者
か
ら
人
気
を
集
め
て

い
る
。

２
０
１
６
年
に
は
青
年

部
の
委
員
長
と
し
て
活

躍
。
「
当
時
は
大
変
だ
っ

た
け
れ
ど
、
農
家
の
仲
間

が
た
く
さ
ん
で
き
た
こ
と

が
う
れ
し
い
」
と
語
る
。

現
在
も
じ
ば
さ
ん
ず
で
毎

月
第
１
土
曜
日
に
開
く

「
ユ
ー
ス
マ
ル
シ
ェ
」
な

ど
を
通
じ
て
地
場
産
農
産

物
の
魅
力
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す

る
な
ど
、
積
極
的
に
活
動

し
て
い
る
。

日
々
の
農
作
業
や
青
年

部
の
活
動
な
ど
に
忙
し
い

毎
日
を
過
ご
す
中
、
地
域

の
子
ど
も
た
ち
に
食
と
農

の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
る

髙
橋
さ
ん
。
学
校
給
食
に

良
質
な
野
菜
を
供
給
す
る

他
、
同
部
の
仲
間
と
協
力

し
て
市
内
の
親
子
連
れ
を

対
象
に
し
た
収
穫
体
験
イ

ベ
ン
ト
を
開
い
て
い
る
。

今
後
に
つ
い
て
「
新
東

名
高
速
道
路
の
開
通
に
合

わ
せ
て
新
た
な
観
光
農
業

の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
、

よ
り
多
く
の
人
に
秦
野
の

農
業
の
魅
力
を
発
信
し
て

い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

ＪＡはだのは

子育て支援をし

ているって聞い

たけど、どんな

ことをしているの？

生後６カ月以

上で就学前の子

どもとそのお母

さんを対象に、

本所で年８回「ままメー

トクラブ」を開いている

わ。女性部のメンバーと

一緒に、親子で手遊びや

体操、秦野の農産物を使

ったおやつ作りなど、い

ろいろな内容があるの。

他の参加者と育児のこと

を話すこともできるか

ら、お母さん同士の交流

の場にもなるのよ。

もちろん、子育ての先

輩の女性部員からアドバ

イスをもらうこともでき

るわ。ＪＡはだのは地域

ぐるみで子育てをサポー

トしているのよ。

子どもと楽し

く遊んで、ママ

友も作れるんだ

ね。教えてくれ

てありがとう、やえのち

ゃん。

女
性
部
と
一
緒
に
子
育
て
支
援

農
産
物
や
Ｊ
Ａ
の
情
報
発
信

イ
ン
ス
タ
の
フ
ォ
ロ
ー
を

83
会
場
で
春
の
座
談
会

組合員の声をＪＡ運営に組合員の声をＪＡ運営に

地
域
農
業
に
理
解
を

北
支
所
運
営
委
が
圃
場
で
学
習
会

野菜苗の栽培方法を説明する古谷さん（左から２人目）

八重桜摘み取り急ピッチ八重桜摘み取り急ピッチ

枝たぐり寄せ次々と

はしごに乗って八重桜を収穫する小野さん

大
切
な
食
と
農
を
学
ん
で

小
学
５
年
生
へ
教
材
贈
呈

地場産の消費拡大
カーネ無料配布

春まつりに１万人

八重桜を漬け込む千村若竹加工部のメンバー

多くの組合員が出席（臼井戸公民館・南地区）

来年２月日(金)
営 業 終 了

秦
野
駅
前
支
店
を
南
支
所
に
統
合

山口組合長が内田教育長㊨に教材を
贈呈

(://-/)（） 年(平成31年)月日(金曜日) 年(平成31年)月日(金曜日) （）第号 第号Ｊ Ａ は だ の (://-/) Ｊ Ａ は だ の
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山
口
さ
ん
は
「
組
合
員
と

の
対
話
や
関
わ
り
を
大
切
に

し
て
も
ら
い
、
農
家
の
気
持

ち
に
寄
り
添
う
Ｊ
Ａ
職
員
と

し
て
活
躍
し
て
ほ
し
い
」
と

期
待
を
寄
せ
た
。

奥
津
有
揮
さ
ん
は
「
農
作

業
を
通
じ
て
農
業
の
大
変
さ

が
分
か
っ
た
の
で
、
こ
の
経

験
を
生
か
し
て
組
合
員
の
思

い
を
く
み
取
れ
る
職
員
に
な

り
た
い
」
と
意
気
込
む
。

菩
提
で
茶
を
生
産
す
る
山

口
勇
さ
ん
の
畑
で
は
、
２
人

が
実
習
。
茶
の
木
の
上
に
落

ち
た
枯
葉
を
一
つ
一
つ
手
で

取
り
除
く
作
業
な
ど
に
汗
を

流
し
た
。

た
。
市
内
３
人
の
農
業
経
営

士
の
下
で
農
作
業
に
励
み
、

地
域
の
農
業
に
理
解
を
深
め

た
。

Ｊ
Ａ
の
２
０
１
９
年
度
新

採
用
職
員
７
人
が
３
月

、


の
両
日
、
研
修
の
一
環

で
、
農
業
体
験
実
習
を
行
っ

（
渋
沢
上
）

▽
上
地
区
＝
牧
石
友
信

（
八
沢
）
山
口
福
太
郎
（
菖

蒲
）
大
澤
武
司
（
三
廻
部
）

77
歳(

喜
寿)

▽
大
根
地
区
＝
恩
蔵
信
夫

（
下
大
槻
）
平
井
修
二
（
北

矢
名
）

▽
西
地
区
＝
谷
田
隆
夫

（
堀
川
）

▽
上
地
区
＝
河
崎
晋
平

（
菖
蒲
）
井
手
口
文
江
（
柳

川
）
牧
石
邦
夫
（
八
沢
）

※
自
己
申
告
で
す
の
で
、

該
当
の
方
は
各
支
所
・
支
店

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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儴
儰
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儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

長
寿
者
に
記
念
品
贈
呈

い
き
い
き
ラ
イ
フ
支
援
事
業

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
末
永
く
お
元
気
で
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。


歳
以
上

▽
大
根
地
区
＝
宇
山
き
く

（
鶴
巻
南
）
宮
川
金
次
（
鶴

巻
南
）

▽
本
町
地
区
＝
遠
藤
喜
美

江
（
本
町
）
古
藤
喜
久
枝

（
曽
屋
）

▽
北
地
区
＝
今
井
か
め

（
羽
根
）
関
野
シ
ズ
（
横

野
）▽

西
地
区
＝
野
田
将
次
郎
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日
に
は
、
山
口
政
雄
組

合
長
が
今
年
で
１
０
０
歳
以

上
に
な
る
組
合
員
５
人
を
訪

問
。
渋
沢
上
の
野
田
将
次
郎

さ
ん
宅
で
は
「
こ
れ
か
ら
も

元
気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ

い
」
な
ど
と
声
を
掛
け
て
交

流
を
深
め
、
地
場
産
の
バ
ラ

の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
な
ど
の

記
念
品
を
手
渡
し
た
。

野
田
さ
ん
は
「
毎
朝
の
散

歩
な
ど
が
健
康
の
秘
訣
（
ひ

け
つ
）
。
祝
っ
て
も
ら
え
て

う
れ
し
い
の
で
、
こ
れ
か
ら

も
元
気
に
長
生
き
し
た
い
」

と
笑
顔
で
話
し
た
。

ま
で
延
べ
２
０
０
０
人
以
上

を
祝
っ
て
き
た
。

Ｊ
Ａ
は
だ
の
で
は
組
合
員

の
健
康
を
願
い
、
長
寿
の
祝

い
年
に
記
念
品
を
贈
る
「
い

き
い
き
ラ
イ
フ
支
援
事
業
」

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

同
事
業
の
対
象
者
は
、
喜

寿
、
米
寿
、
白
寿
、
１
０
０

歳
以
上
の
組
合
員
。
２
０
０

０
年
に
ス
タ
ー
ト
し
、
こ
れ

遺
言
書
の
活
用

方
法
を
学
ぶ

資
産
運
用
部
会
が
総
会

資
産
運
用
部
会
は
５
日
、

本
所
で
第

回
通
常
総
会
を

開
い
た
。
委
任
状
を
含
め
た

部
会
員
２
２
４
人
が
出
席

し
、
上
程
し
た
２
議
案
を
全

会
一
致
で
可
決
し
た
。

可
決
し
た
議
案
は
、
２
０

１
８
年
度
活
動
報
告
と

年

度
活
動
計
画
。
今
年
度
の
活

動
に
つ
い
て
髙
橋
照
雄
部
会

長
は
「
部
会
員
ら
と
連
携

し
、
今
後
の
資
産
運
用
に
大

き
く
影
響
す
る
生
産
緑
地
制

度
の
要
件
緩
和
な
ど
を
行
政

に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
」

と
語
っ
た
。

総
会
前
に
は
、
Ｊ
Ａ
神
奈

川
県
信
連
相
続
遺
言
・
信
託

セ
ン
タ
ー
財
務
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
の
若
本
崚
氏
が
「
相
続

と
遺
言
」
と
題
し
て
講
演
。

相
続
時
に
お
け
る
遺
言
書
作

成
の
メ
リ
ッ
ト
な
ど
を
紹
介

し
た
。

の
他
、
市
農
業
振
興
課
や
市

農
業
経
営
士
会
、
県
農
業
技

術
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
関
係
者

が
出
席
。
上
程
し
た
４
議
案

を
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

２
０
１
８
年
度
活
動
報
告

お
よ
び
収
支
決
算
、

年
度

活
動
計
画
案
お
よ
び
収
支
予

算
案
、
役
員
の
選
任
な
ど
を

審
議
し
た
。
新
会
長
に
は
、

施
設
と
露
地
で
野
菜
を
栽
培

す
る
鶴
巻
の
伊
藤
勇
介
さ
ん

が
就
任
し
た
。

伊
藤
さ
ん
は
「
新
し
い
元

号
と
な
る
節
目
の
年
な
の
で

心
を
新
た
に
、
会
員
を
は
じ

め
Ｊ
Ａ
や
行
政
な
ど
と
連
携

し
な
が
ら
活
動
を
さ
ら
に
盛

り
上
げ
て
い
き
た
い
」
と
力

強
く
語
っ
た
。

新
会
長
に
伊
藤
さ

ん

秦
友
会
が
総
会

秦
野
市
農
業
後
継
者
ク
ラ

ブ
「
秦
友
会
」
は
３
日
、
本

所
農
業
団
地
セ
ン
タ
ー
で
第


回
通
常
総
会
を
開
い
た
。

委
任
状
を
含
め
た
会
員

人

い｣

と
話
し
た


席
し
、
２
０
１
８
年
度
活
動

報
告
や

年
度
活
動
計
画
な

ど
を
全
会
一
致
で
可
決
。
部

員
が
積
極
的
に
Ｊ
Ａ
自
己
改

革
を
推
し
進
め
る
こ
と
を
確

認
す
る
「
特
別
決
議
」
も
採

択
し
た
。

役
員
改
選
で
は
、
施
設
と

露
地
で
野
菜
を
栽
培
す
る
大

根
支
部
の
髙
橋
浩
一
さ
ん
を

新
委
員
長
に
選
ん
だ
。

髙
橋
委
員
長
は
「
部
の
政

策
集
で
あ
る
ポ
リ
シ
ー
ブ
ッ

ク
に
基
づ
き
、
盟
友
と
共
に

楽
し
く
活
動
し
て
い
き
た

通
常
総
会
を
開
い
た
。
委
任

状
を
含
め
た
部
員

人
が
出

青
年
部
は

日
、
本
所
農

業
団
地
セ
ン
タ
ー
で
第

回

を
、
た
す
き
を
つ
な
ぎ
な
が

ら
疾
走
し
た
。

の
６
人
。
１
区
と
５
区
が
１

２
８
０
㍍
、
２
～
４
区
は
７

８
０
㍍
の
合
計
４
・
９
㌔

の
高
橋
勇
太
さ
ん
、
４
区
が

菩
提
の
伊
藤
隆
弘
さ
ん
、
５

区
が
今
泉
の
鈴
木
富
雄
さ
ん

職
員
マ
ラ
ソ
ン
・
駅
伝
大
会

の
駅
伝
の
部
に
初
め
て
出
場

し
た
。

同
大
会
は
県
内
Ｊ
Ａ
の
交

流
を
目
的
に
毎
年
開
い
て
い

る
も
の
。
駅
伝
の
部
の
他
、

３
㌔
の
部
と
５
㌔
の
部
が
あ

り
、
多
く
の
Ｊ
Ａ
役
職
員
が

出
場
し
て
い
る
。

出
荷
者
チ
ー
ム
は
、
監
督

が
堀
西
の
三
武
利
夫
さ
ん
、

１
区
が
堀
山
下
の
山
口
哲
治

さ
ん
、
２
区
が
下
大
槻
の
原

卓
司
さ
ん
、
３
区
が
西
大
竹

ル
チ
ャ
ー
パ
ー
ク
で
開
か
れ

た
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
神
奈
川
役

じ
ば
さ
ん
ず
の
出
荷
者
６

人
が
３
月

日
、
秦
野
市
カ

ま
で
）
を
助
成
す
る
取
り
組

み
を
２
０
１
６
年
度
か
ら
実

施
。
鳥
獣
被
害
対
策
に
力
を

注
い
で
い
る
。

た
。Ｊ

Ａ
は
電
気
柵
な
ど
の
購

入
者
を
対
象
に
、
購
入
費
用

の
２
分
の
１
（
最
高
３
万
円

ら
に
敷
地
内
の
畑
で
、
雑
草

や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
部
分
を
避

け
て
電
気
柵
を
設
置
し
、
漏

電
を
防
ぐ
方
法
を
実
践
し

は
だ
の
都
市
農
業
支
援
セ

ン
タ
ー
は

日
、
本
所
で
電

気
柵
設
置
取
り
扱
い
研
修
会

を
開
い
た
。
野
生
動
物
に
よ

る
農
産
物
へ
の
被
害
を
防
ぐ

た
め
、
組
合
員

人
が
効
果

的
な
設
置
方
法
な
ど
を
学
ん

だ
。参

加
者
は
、
講
師
を
務
め

る
か
な
が
わ
鳥
獣
被
害
対
策

支
援
セ
ン
タ
ー
の
島
田
駿
氏

か
ら
、
電
気
柵
の
種
類
や
そ

の
特
徴
、
対
象
の
動
物
ご
と

に
必
要
な
通
電
線
の
高
さ
と

張
り
方
な
ど
を
学
ん
だ
。
さ

上段左から磯谷
い そ や

虹介
こ う す け

（北支所）、奥津
お く つ

有揮
ゆ う き

（大根支所）、小島
こ じ ま

亜季子
あ き こ

（本町支所）

下段左から有馬
あ り ま

千夏
ち な つ

（信用課）、川田
か わ だ

歩美
あ ゆ み

（東支所）、吉川
よ し か わ

実里
み さ と

（西支所）湯川
ゆ か わ

朱夏
あ や か

（鶴巻支店）

秦
野
の
農
産
物
の
魅
力
が
た
っ
ぷ
り
と
詰
ま
っ
た
新
た
な
商
品
が
、
市

内
外
で
続
々
と
登
場
し
て
い
る
。
農
家
や
Ｊ
Ａ
、
商
業
者
は
秦
野
産
の
さ

ら
な
る
消
費
拡
大
に
向
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
。

湘
南
ゴ
ー
ル
ド
の
魅
力
た
っ
ぷ
り
の
ゼ
リ
ー

秦野産小麦を使用した食パン「波」

若手農家がイチゴ和紅茶
高梨茶園

和
紅
茶
の
包
装
に
キ
ャ
ラ

わ
さ
び
や
茶
園

秦
野
産
小
麦
の
パ
ン｢

波｣

横
浜
ベ
イ
シ
ェ
ラ
ト
ン

ホ
テ
ル
＆
タ
ワ
ー
ズ

湘南ゴールドでゼリー
芳甘菓豆芳

横
浜
市
西
区
に
あ
る
ホ
テ
ル
「
横
浜

ベ
イ
シ
ェ
ラ
ト
ン

ホ
テ
ル
＆
タ
ワ
ー

ズ
」
内
の
ペ
ス
ト
リ
ー
シ
ョ
ッ
プ
「
ド

ー
レ
」
は
、
秦
野
産
小
麦
を
使
用
し
た

山
型
食
パ
ン
「
波
」
の
販
売
を
始
め

た
。製

造
し
た
の
は
、
同
ホ
テ
ル
の
大
宗

智
成
シ
ェ
フ
。
日
本
一
の
パ
ン
屋
を
決

め
る
大
会
「
第
４
回
ベ
ー
カ
リ
ー
ジ
ャ

パ
ン
カ
ッ
プ
」
に
出
品
す
る
際
、
大
会

テ
ー
マ
が
「
国
産
小
麦
を
１
０
０
％
使

用
し
た
パ
ン
」
だ
っ
た
こ
と
が
製
造
の

き
っ
か
け
。

材
料
の
小
麦
は
、
秦
野
小
麦
出
荷
組

合
が
生
産
し
た
「
ゆ
め
か
お
り
」
を
中

心
に
使
用
。
同
組
合
の
販
売
先
で
あ
り

製
粉
業
も
行
う
伊
勢
原
市
の
パ
ン
店

「
ム
ー
ル
・
ア
・
ラ
ム
ー
ル
」
で
「
ゆ

め
か
お
り
」
を
紹
介
さ
れ
、
使
用
を
決

め
た
。
そ
の
後
、
完
成
し
た
「
波
」
が

同
大
会
で
３

位
に
輝
き
、

商
品
化
が
進

ん
だ
。

「
波
」
は

港
町
の
波
を

イ
メ
ー
ジ
し

た
デ
ザ
イ
ン

で
、
材
料
の

牛
乳
や
卵
も

県
内
産
を
使
用
。
「
ゆ
め
か
お
り
」
は

全
粒
粉
で
使
っ
て
い
る
た
め
、
栄
養
価

が
高
く
、
よ
り
小
麦
の
風
味
を
楽
し
め

る
一
品
に
な
っ
て
い
る
。

大
宗
さ
ん
は
「
幅
広
い
世
代
の
方
々

に
食
べ
て
も
ら
え
た
ら
う
れ
し
い
。
今

後
も
秦
野
産
小
麦
を
使
っ
た
パ
ン
を
作

っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

「
波
」
は
金
・
土
・
日
曜
日
限
定
で
販

売
し
て
い
る
。

菩
提
の
高
梨
茶
園
の
４
代
目
・
髙
梨

晃
さ
ん
は
、
自
身
が
所
属
す
る
青
年
部

の
仲
間
と
協
力
し
て
「
完
熟
い
ち
ご
の

和
紅
茶
」
を
完
成
さ
せ
た
。
堀
山
下
の

村
上
洋
さ
ん
が
作
っ
た
完
熟
の
イ
チ
ゴ

を
今
泉
の
原
聡
さ
ん
が
加
工
し
、
髙
梨

さ
ん
が
生
産
す
る
茶
に
加
え
た
も
の
。

若
手
農
家
３
人
の
「
秦
野
市
の
新
た
な

名
産
を
作
り
た
い
」
と
い
う
思
い
が
込

め
ら
れ
た
一
品
だ
。

「
完
熟
い
ち
ご
の
和
紅
茶
」
は
「
香

駿
（
こ
う
し
ゅ
ん
）
」
と
「
べ
に
ふ
う

き
」
の
茶
葉
に
、
細
か
く

砕
い
た
イ
チ
ゴ
の
「
よ
つ

ぼ
し
」
を
混
ぜ
込
ん
で
い

る
た
め
、
イ
チ
ゴ
の
自
然

な
甘
さ
と
茶
の
ほ
の
か
な

渋
味
が
マ
ッ
チ
し
た
味
わ

い
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
セ
ッ
ト
に
な
っ

て
い
る
イ
チ
ゴ
の
「
お
い

Ｃ
ベ
リ
ー
」
を
乾
燥
さ
せ

た
チ
ッ
プ
を
浮
か
べ
る
こ

と
で
、
華
や
か
な
見
た
目

も
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
。髙

梨
さ
ん
は
１
年
ほ
ど

前
か
ら
構
想
を
練
っ
て
い

た
が
、
イ
チ
ゴ
の
品
質
や

加
工
費
用
な
ど
の
課
題
を

抱
え
て
い
た
。
そ
う
し
た

中
、
村
上
さ
ん
と
原
さ
ん

が
髙
梨
さ
ん
の
考
え
に
賛

同
し
、
２
人
の
協
力
を
得

て
完
成
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

髙
梨
さ
ん
は
「
身
近
な

仲
間
の
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
き

た
商
品
。
市
の
新
し
い
名
産
と
し
て
多

く
の
人
に
認
知
し
て
も
ら
え
た
ら
う
れ

し
い
」
と
笑
顔
で
話
し
た
。

「
完
熟
い
ち
ご
の
和
紅
茶
」
の
販
売

は
、
５
月
下
旬
か
ら
始
ま
る
予
定
だ
。

平
沢
の
「
芳
甘
菓
豆
芳
（
ほ
う
か
ん

か
ま
め
よ
し
）
」
は
、
Ｊ
Ａ
は
だ
の
か

ら
仕
入
れ
た
秦
野
産
の
か
ん
き
つ
「
湘

南
ゴ
ー
ル
ド
」
を
使
っ
た
ゼ
リ
ー
の
販

売
を
始
め
た
。

「
神
奈
川
ら
し
い
商
品
を
作
り
た
か

っ
た
」
と
話
す
同
店
の
横
溝
努
代
表
取

締
役
。
県
の
「
か
な
が
わ
ブ
ラ
ン
ド
」

に
認
定
さ
れ
て
い
る
「
湘
南
ゴ
ー
ル

ド
」
３
０
０
㌔
を
注
文
し
、
新
商
品
の

開
発
を
進
め
た
。

ゼ
リ
ー
部
分
は
「
湘
南
ゴ
ー
ル
ド
」

の
果
汁
で
作
り
、
中
に
は
ア
ク
セ
ン
ト

と
し
て
ス
ラ
イ
ス
し
た
果
肉
を
入
れ
て

い
る
。
さ
わ
や
か
な
甘
さ
と
ほ
の
か
な

酸
味
が
特
徴
の
一
品
だ
。

同
店
は
こ
れ
ま
で
に
も
、
地
場
産
の

八
重
桜
や
茶
を
使
っ
た
商
品
な
ど
を
数

多
く
作
っ
て
き
た
。
横
溝
さ
ん
は
「
秦

野
の
農
産
物
を
使
い
、
農
家
を
応
援
し

て
い
き
た
い｣

と
意
気
込
み
を
語
っ
た


菩
提
の
「
わ
さ
び
や
茶
園
」
が
販
売

す
る
和
紅
茶
「
ゴ
ッ
ド
・
オ
ブ
・
マ
ウ

ン
テ
ン
」
の
テ
ィ
ー
バ
ッ
グ
に
、
萌

（
も
）
え
キ
ャ
ラ
を
使
っ
た
新
パ
ッ
ケ

ー
ジ
が
登
場
し
た
。

「
ゴ
ッ
ド
・
オ
ブ
・
マ
ウ
ン
テ
ン
」

は
、
茶
の
実
を
ま
い
て
育
て
た
在
来
種

の
二
番
茶
を
発
酵
さ
せ
た
和
紅
茶
。
幅

広
い
世
代
に
手
に
取
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
と
、
同
園
の
山
口
勇
さ
ん
が
パ
ッ

ケ
ー
ジ
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
使
う
こ
と

を
発
案
。
知
り
合
い
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
と

連
携
し
て
制
作

し
た
。

同
商
品
は
茶

園
の
中
に
祭
ら

れ
て
い
る
「
山

の
神
」
か
ら
名

前
を
付
け
た
た

め
、
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
も
そ
れ
に

合
わ
せ
た
イ
メ
ー
ジ
で
デ
ザ
イ
ン
。
山

の
神
は
一
般
的
に
女
神
と
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
天
女
の
よ
う
に
羽
衣
を
ま
と

い
、
髪
の
か
ん
ざ
し
に
は
茶
の
木
の
花

を
付
け
た
和
風
の
キ
ャ
ラ
に
仕
上
げ

た
。
同
園
の
名
前
に
も
な
っ
て
い
る

｢

山
葵(

わ
さ
び)｣

の
文
字
か
ら｢

葵(

あ

お
い)｣

と
い
う
名
前
を
付
け
た


山
口
さ
ん
は
「
や
わ
ら
か
い
雰
囲
気

の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
で
き
た
。
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
に
愛
着
を
持
っ
て
も
ら
え
た
ら
」

と
笑
顔
を
見
せ
た
。

新パッケージの「ゴッド・オブ
・マウンテン」

新商品が続々登場

「完熟いちごの和紅茶」を完成させたメンバー（左から、村上さん、
髙梨さん、原さん）

菩
提
の
―
小
野
瀬

お

の

せ

幸
弘

ゆ

き

ひ

ろ

さ
ん(

48)

№431
菩
提
で
ラ
ー
メ
ン
店

「
味
乃
大
久
保
（
あ
じ
の

お
お
く
ぼ
）
」
を
営
む
小

野
瀬
幸
弘
さ
ん
。
地
産
地

消
に
取
り
組
む
市
内
の
若

手
飲
食
店
主
で
構
成
す
る

「
秦
野
ベ
ジ
フ
ル
マ
ー
ケ

ッ
ト
」
の
発
起
人
と
し
て

活
躍
。
今
年
で
オ
ー
プ
ン

か
ら

年
目
を
迎
え
た
同

店
で
も
、
地
場
産
農
産
物

を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
数

多
く
提
供
し
、
秦
野
市
の

農
業
を
応
援
し
て
い
る
。



食
材
の
仕
入
れ
先

は
？秦

野
の
野
菜
を
使
う
よ

う
心
掛
け
て
い
て
、
じ
ば

さ
ん
ず
や
知
り
合
い
の
農

家
か
ら
仕
入
れ
た
り
、
実

家
で
育
て
て
い
る
野
菜
を

使
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。



メ
ニ
ュ
ー
は
？

ラ
ー
メ
ン
や
定
食
、
酒

の
つ
ま
み
な
ど

品
以
上

で
す
。
お
客
さ
ま
の
中
に

は
、
ほ
ぼ
毎
日
来
て
く
れ

る
方
や
親
子
３
世
代
で
来

て
く
れ
る
方
も
い
る
の

で
、
飽
き
が
こ
な
く
て
誰

に
で
も
満
足
し
て
も
ら
え

る
よ
う
、
で
き
る
だ
け
多

く
の
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し

て
い
ま
す
。



地
産
地
消
の
取
り

組
み
は
？

料
理
に
地
場
産
農
産
物

を
使
う
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
「
秦
野
ベ
ジ
フ
ル
マ

ー
ケ
ッ
ト
」
の
仲
間
と
協

力
し
て
、
毎
月
第
２
土
・

日
曜
日
に
地
産
地
消
に
こ

だ
わ
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
各

店
舗
で
提
供
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
秦
野
の
八
重

桜
の
伝
統
を
多
く
の
人
に

伝
え
た
い
の
で
、
今
シ
ー

ズ
ン
も
秦
野
の
特
産
で
あ

る
「
桜
の
塩
漬
け
」
を
使

っ
た
「
秦
野
桜
つ
け
麺
」

や
「
秦
野
桜
餃
子
（
ぎ
ょ

う
ざ
）
」
を
提
供
し
ま
し

た
。
現
在
は
市
の
「
は
だ

の
産
農
産
物
応
援
サ
ポ
ー

タ
ー
店
」
に
も
登
録
さ
れ

て
い
ま
す
。



今
後
の
目
標
は
？

い
つ
か
他
の
ラ
ー
メ
ン

店
な
ど
と
連
携
し
て
、
秦

野
を
代
表
す
る
地
産
地
消

メ
ニ
ュ
ー
を
作
り
た
い
で

す
。

地産地消メニューも

山口さん㊧の指導で作業に励む新採用職員

山口組合長からバラのアレンジメントを受け取る
野田さん

電気柵の設置方法を再確認

コースを疾走する出荷者の
鈴木さん

就任のあいさつをする髙橋委員長

効
果
的
で
安
全
に
設
置
を

電気柵設置で研修会

出
荷
者
チ
ー
ム
疾
走

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
駅
伝

新委員長に髙橋さ
ん

青年部が総会

長寿をお祝い

100歳以上の
組合員を訪問

よろしくお願いします

加
藤
宗
雅
前
会
長
㊨
か
ら
伊

藤
新
会
長
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

意
気
込
み
を
語
る
髙
橋
部
会
長

農業に理解深める ７ 人 が
体験実習

フ
レ
ッ
シ
ュ


新
採
用
職
員

フ
レ
ッ
シ
ュ


新
採
用
職
員

Ｊ Ａ は だ の 年(平成31年)月日(金曜日) （）第号 総　合（）
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仐
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仐
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仐
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仐
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仐
仐
仐
仐
仐

廻
部
榎
戸
バ
ス
停

⑮
菖
蒲
自
治
会
館
～
上
支
所

前

◇

※
送
り
の
バ
ス
は
事
故
防

止
の
た
め
文
化
会
館
内
の
駐

車
場
に
停
車
し
ま
す
。

※
迎
え
・
送
り
は
そ
れ
ぞ

れ
同
じ
号
車
の
バ
ス
で
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
利
用
上
の
注
意
】

バ
ス
停
は
神
奈
中
の
バ
ス

停
で
す
が
、
運
行
す
る
臨
時

バ
ス
は
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で

す
。
停
車
位
置
が
若
干
異
な

り
ま
す
の
で
ご
承
知
く
だ
さ

い
。

木
御
嶽
神
社
入
口
バ
ス
停
～

名
古
木
御
嶽
神
社
前

⑧
三
協
町
入
口
～
畑
中
バ
ス

停
～
南
支
所
前

⑨
秦
野
駅
北
口
～
郵
便
局
前

～
養
泉
院
～
上
智
短
大
入
口

⑩
羽
根
入
口
～
北
支
所
～
横

野
入
口
～
戸
川
横
道

⑪
西
支
所
～
大
倉
入
口
～
大

倉
バ
ス
終
点

⑫
渋
沢
駅
バ
ス
停
（
南
口
・

栗
原
新
聞
店
前
）
～
萩
山
バ

ス
停

⑬
渋
沢
駅
北
口
～
堂
坂
バ
ス

停
前
～
峠

⑭
堀
川
バ
ス
停
（
椎
野
モ
ー

タ
ー
ス
）
～
森
戸
入
口
～
三

泉
駅
前

②
室
川
橋
バ
ス
停
～
才
ヶ
分

踏
切
バ
ス
停
前
～
瓜
生
野
入

口
～
秦
野
高
校
前
～
大
根
支

所
前

③
名
古
木
バ
ス
停
～
青
年
橋

バ
ス
停
～
蓑
毛
橋

④
落
合
バ
ス
停
～
東
ノ
原
バ

ス
停
～
東
京
カ
ン
ト
リ
ー
入

口⑤
谷
戸
入
口
～
朝
日
神
社
前

バ
ス
停
～
東
支
所
前

⑥
上
宿
会
館
前
バ
ス
停
～
上

宿
下
バ
ス
停
～
下
井
会
館
前

（
井
の
城
バ
ス
停
前
）

⑦
宮
前
バ
ス
停
～
下
宿
バ
ス

停
（
旧
Ｎ
Ｔ
Ｔ
前
）
～
名
古

ス
停
（
南
口
・
栗
原
新
聞
店

前
）

⑬
峠
～
堂
坂
バ
ス
停
前
～
渋

沢
駅
北
口

⑭
三
廻
部
榎
戸
バ
ス
停
～
森

戸
入
口
～
堀
川
バ
ス
停
（
椎

野
モ
ー
タ
ー
ス
）

⑮
上
支
所
前
～
菖
蒲
自
治
会

館

送
り

総
会
が
終
了
次
第
、
文
化

会
館
駐
車
場
を
出
発
し
ま

す
。
途
中
停
車
場
所
お
よ
び

終
点
は
次
の
通
り
で
す
。

①
山
谷
入
口
バ
ス
停
（
国
道

２
４
６
号
経
由
）
～
鶴
巻
温

バ
ス
停
～
谷
戸
入
口

⑥
下
井
会
館
前
（
井
の
城
バ

ス
停
前
）
～
上
宿
下
バ
ス
停

～
上
宿
会
館
前
バ
ス
停

⑦
名
古
木
御
嶽
神
社
前
～
名

古
木
御
嶽
神
社
入
口
バ
ス
停

～
下
宿
バ
ス
停
（
旧
Ｎ
Ｔ
Ｔ

前
）
～
宮
前
バ
ス
停

⑧
南
支
所
前
～
畑
中
バ
ス
停

～
三
協
町
入
口

⑨
上
智
短
大
入
口
～
養
泉
院

～
郵
便
局
前
～
秦
野
駅
北
口

⑩
戸
川
横
道
～
横
野
入
口
～

北
支
所
～
羽
根
入
口

⑪
大
倉
バ
ス
終
点
～
大
倉
入

口
～
西
支
所

⑫
萩
山
バ
ス
停
～
渋
沢
駅
バ

車
場
所
は
次
の
通
り
で
す
。

①
鶴
巻
温
泉
駅
前
～
山
谷
入

口
バ
ス
停
（
国
道
２
４
６
号

経
由
）

②
大
根
支
所
前
～
秦
野
高
校

前
～
瓜
生
野
入
口
～
才
ヶ
分

踏
切
バ
ス
停
前
～
室
川
橋
バ

ス
停

③
蓑
毛
橋
～
青
年
橋
バ
ス
停

～
名
古
木
バ
ス
停

④
東
京
カ
ン
ト
リ
ー
入
口
～

東
ノ
原
バ
ス
停
～
落
合
バ
ス

停⑤
東
支
所
前
～
朝
日
神
社
前

第

回
通
常
総
会
へ
の
行

き
帰
り
は
臨
時
バ
ス
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
次
の
通
り
、

迎
え
と
送
り
の
バ
ス
を
運
行

し
ま
す
。
乗
り
間
違
え
の
な

い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

迎
え

発
車
時
間
は
鶴
巻
温
泉
駅

前
・
大
根
支
所
前
が
午
後
０

時

分
、
南
支
所
前
が
午
後

０
時

分
、
そ
の
他
の
場
所

は
午
後
０
時

分
で
す
。

始
発
場
所
お
よ
び
途
中
停

事
前
質
問
の
受
け

付
け
に
つ
い
て

質
問
さ
れ
る
方
に
、
的
確

な
回
答
を
さ
せ
て
い
た
だ
く

た
め
、
提
出
議
案
の
事
前
質

問
を
書
面
な
ど
で
受
け
付
け

ま
す
。
最
寄
り
の
各
支
所
長

・
支
店
長
宛
て
に
５
月
８
日

（
水
）
ま
で
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

｢

会
場
入
場
券｣

必
ず
ご
持
参
を

総
会
に
出
席
さ
れ
る
方

は
、
開
催
案
内
の
下
部
に
付

い
て
い
る
「
会
場
入
場
券
」

を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

な
お
、
総
会
出
席
者
に
配
布

す
る
記
念
品
は
、
来
場
さ
れ

た
ご
本
人
の
み
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

て
そ
の
他
臨
時
案
件

第
６
号
議
案

定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い

て
第
７
号
議
案

規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い

て
第
８
号
議
案

監
事
監
査
規
程
の
全
部
変

更
に
つ
い
て

第
９
号
議
案

会
計
監
査
人
選
任
に
つ
い

度
～
２
０
２
１
年
度
）
」
の

設
定
に
つ
い
て

第
３
号
議
案

２
０
１
９
年
度
事
業
計
画

の
設
定
に
つ
い
て

第
４
号
議
案

役
員
報
酬
の
決
定
に
つ
い

て
第
５
号
議
案

２
０
１
９
年
度
指
導
事
業

の
費
用
に
充
て
る
た
め
の
経

費
（
賦
課
金
）
に
つ
い
て

ら
第
９
号
議
案
ま
で
上
程
し

ま
す
。

通
常
総
会
提
出
議
案

第
１
号
議
案

２
０
１
８
年
度
貸
借
対
照

表
、
損
益
計
算
書
、
剰
余
金

処
分
案
、
注
記
表
及
び
事
業

報
告
の
承
認
に
つ
い
て

第
２
号
議
案

Ｊ
Ａ
は
だ
の
「
第
五
次
中

期
経
営
計
画
（
２
０
１
９
年

く
の
組
合
員
の
皆
さ
ん
の
出

席
を
お
願
い
し
ま
す
。

第

回
通
常
総
会
提
出
議

案
は
、
次
の
第
１
号
議
案
か

Ｊ
Ａ
の
最
高
意
思
決
定
機
関

で
、
Ｊ
Ａ
の
運
営
や
今
後
の

取
り
組
み
な
ど
組
合
員
の
総

意
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。
多

第

回
通
常
総
会
を
５
月


日
（
月
）
午
後
１
時

分

か
ら
秦
野
市
文
化
会
館
大
ホ

ー
ル
で
開
き
ま
す
。
総
会
は

を
お
受
け
し
ま
す
。

お
申
し
込
み
は
生
活
福
祉

課
ま
で
。
☎

－
７
６
６
１

室
◎
内
容

午
前
は
、
梅
を

使
っ
た
加
工
品
作
り
の
実

習
。
午
後
は
、
個
別
の
相
談

◎
日
時

５
月

日(

火)

午
前

時
～
午
後
４
時

◎
場
所

本
所
農
業
団
地

セ
ン
タ
ー
２
階

調
理
実
習

生
産
緑
地
地
区
の
取
得

あ
っ
せ
ん
に
つ
い
て

秦
野
市
よ
り
生
産
緑
地
法

第

条
に
基
づ
き
、
次
の
土

地
に
つ
い
て
生
産
緑
地
の
あ

っ
せ
ん
依
頼
が
あ
り
ま
し

た
。農

業
に
従
事
さ
れ
る
方

で
、
生
産
緑
地
と
し
て
取
得

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
秦
野

市
農
業
委
員
会
事
務
局
農
地

利
用
担
当
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
☎

－
９
６
５
４

加
工
相
談
会
を
開
催

農
産
加
工
品
を
テ
ー
マ
に

し
た
相
談
会
で
す
。
ど
な
た

で
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

茶

生

葉

の

加
工
に
つ
い
て

茶
生
葉
の
加
工
日
は
５
月


日
（
土
）
、

日
（
土
）

の
２
日
間
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
天
候
に
よ
っ
て
は

加

工
日
が
変
更
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
搬
入
日
の

前
日
に
、
加
工
日
を
営
農
課

ま
で
再
度
ご
確
認
く
だ
さ

い
。◎

搬
入
場
所
・
時
間

▽
大
根
、
本
町
、
東
、
南

地
区
＝
本
所
（
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー

ン
は
だ
の
前
）
午
後
２
時
～

同
３
時

▽
北
、
西
、
上
地
区
＝
上

荒
茶
工
場

午
後
２
時
～
同

３
時◎

加
工
料

生
葉
１
㌔
当

た
り
２
９
７
円
（
税
込
み
）

◎
加
工
料
の
徴
収

加
工

作
業
終
了
後
、

日
以
内
に

精
算
。

◎
注
意
事
項

当
日
摘
採

の
生
葉
を
搬
入
し
て
く
だ
さ

い
。
異
物
混
入
や
蒸
れ
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
営
農

課
ま
で
。
☎

－
７
７
１
８

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ

ー
ク
中
の
購
買
カ
ー

ド
紛
失
に
つ
い
て

４
月

日
（
土
）
～
５
月

６
日
（
月
）
に
組
合
員
購
買

カ
ー
ド
を
紛
失
し
た
場
合

は
、
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
は
だ
の

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
☎


－
７
７
１
９

さ
ん
（
家
の
光
記
事
活
用
の

部
）
、
西
支
部
の
貞
弘
眞
理

さ
ん
（
女
性
部
活
動
体
験
発

表
の
部
）
が
選
ば
れ
た
。

発
表
者
と
テ
ー
マ
は
次
の

通
り
。

▽
北
支
部

吉
田
美
津
江

（
私
と
女
性
部
）

▽
西
支
部

貞
弘
眞
理

（
Ｊ
Ａ
は
だ
の
ぴ
ー
な
マ
ン

体
操
ご
一
緒
に
ど
う
ぞ
）

▽
上
支
部

増
田
良
子

（
女
性
部
活
動
に
参
加
し

て
）▽

大
根
支
部

中
森
ま
り

子
（
Ｊ
Ａ
女
性
部
活
動
は
、

元
気
の
源
）

審
査
の
結
果
、

月
に
横

浜
市
で
開
か
れ
る
生
活
文
化

活
動
体
験
発
表
会
の
出
場
者

に
、
北
支
部
の
吉
田
美
津
江

と
が
部
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
の
で
、
今
後
も
魅
力
あ
る

活
動
を
展
開
し
て
ほ
し
い
」

と
伝
え
た
。

記
事
を
活
用
す
る
こ
と
で
支

部
活
動
の
幅
が
広
が
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
を
発
表
し
た
。

発
表
後
の
講
評
で
は
、
同

協
会
関
東
甲
信
越
普
及
文
化

局
長
の
山
本
樹
氏
が
「
部
員

が
生
き
生
き
と
活
動
し
て
い

る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

楽
し
み
な
が
ら
取
り
組
む
こ

員
ら
が
審
査
し
、
神
奈
川
県

の
大
会
で
発
表
す
る
代
表
を

選
出
し
た
。

登
壇
し
た
部
員
は
、
同
部

で
考
案
し
た
「
ぴ
ー
な
マ
ン

体
操
」
が
地
域
の
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
で
活
動
を
Ｐ
Ｒ

す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い

る
こ
と
や
、
『
家
の
光
』
の

総
会
終
了
後
、
本
所
で

「
Ｊ
Ａ
は
だ
の
家
の
光
大

会
」
を
開
い
た
。
４
支
部
の

代
表
が
登
壇
し
、
同
部
で
の

活
動
や
『
家
の
光
』
に
掲
載

さ
れ
た
記
事
を
生
か
し
た
経

験
な
ど
を
各
自
の
テ
ー
マ
に

沿
っ
て
発
表
し
た
。
（
一

社
）
家
の
光
協
会
や
Ｊ
Ａ
職

他
、
同
部
が
制
作
し
た
オ
リ

ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
浴

衣
を
初
め
て
披
露
し
た
。

熊
澤
淳
子
部
長
は
「
新
役

員
を
は
じ
め
部
員
の
力
を
借

り
な
が
ら
、
魅
力
あ
ふ
れ
る

楽
し
い
活
動
を
展
開
し
て
女

性
部
を
よ
り
一
層
盛
り
上
げ

て
い
き
た
い
」
と
意
欲
を
語

っ
た
。

ら
、
よ
り
多
く
の
部
員
に
交

流
活
動
を
知
っ
て
も
ら
お
う

と
、
提
携
を
結
ん
だ
き
っ
か

け
や
、
年
に
１
回
交
流
会
を

開
い
て
意
見
を
交
換
し
て
い

る
こ
と
な
ど
を
説
明
し
た
。

さ
ら
に
Ｊ
Ａ
生
活
福
祉
課
が

部
員
に
「
女
性
部
サ
ポ
ー
タ

ー
」
と
し
て
行
事
な
ど
の
運

営
へ
の
協
力
を
呼
び
掛
け
た

た
に
副
部
長
に
就
任
し
た
。

総
会
で
は
「
２
０
１
８
年

度
活
動
報
告
並
び
に
収
支
決

算
書
の
承
認
に
つ
い
て
」

「
２
０
１
９
年
度
活
動
計
画

（
案
）
並
び
に
収
支
予
算
書

（
案
）
の
承
認
に
つ
い
て
」

「
女
性
部
特
別
会
計
の
運
用

に
つ
い
て
」
「
役
員
の
承
認

に
つ
い
て
」


の
４
議
案

を
審
議
し
た
。

そ
の
後
、
桐
山
副
部
長

が
、
２
０
０
７
年
に
姉
妹
提

携
を
結
ん
だ
栃
木
県
の
Ｊ
Ａ

は
が
野
女
性
会
と
の
交
流
内

容
を
部
員
に
紹
介
。
こ
れ
ま

で
は
本
部
役
員
が
中
心
と
な

っ
て
交
流
し
て
い
た
こ
と
か

開
い
た
。
部
員
ら
２
３
８
人

が
出
席
し
、
上
程
さ
れ
た
第

１
号
議
案
か

ら
第
４
号
議

案
ま
で
全
て

の
議
案
を
承

認
・
可
決
し

た
。
役
員
改

選
で
は
、
部

長
に
上
支
部

の
熊
澤
淳
子

さ
ん
が
、
副

部
長
に
北
支

部
の
桐
山
容

子
さ
ん
が
再

任
し
、
西
支

部
の
飯
塚
英

子
さ
ん
が
新

女
性
部
は
３
月

日
、
第


回
女
性
部
総
会
を
本
所
で

上支部

支
部
旅
行

上
支
部
の
部
員


人
は
３
月

日
、
支

部
旅
行
で
東
京
都
を

訪
れ
た
。

港
区
の
迎
賓
館
赤
坂
離
宮

で
庭
園
や
館
内
を
歩
き
、
明

治
期
の
近
代
洋
風
建
築
を
見

学
。
世
界
各
国
の
国
王
や
大

統
領
を
迎
え
る
部
屋
な
ど
を

見
て
回
っ
た
。

そ
の
後
、
築
地
場
外
市
場

で
食
事
や
買
い
物
を
し
て
、

千
代
田

区
の
千
鳥
ケ
淵
公

園
を
散
策
。

ソ
メ
イ
ヨ
シ

ノ
や
ヤ
マ
ザ

ク
ラ
な
ど
、

公
園
内
に
立

ち
並
ぶ
約
１

７
０
本
の
桜

を

観

賞

し

た
。

儴儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰

儴儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰

ば
を
読
ん
だ
人
が
、
女
性
部

に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
る
と

う
れ
し
い
」
と
期
待
を
寄
せ

る
。

Ａ
の
各
支
所
・
支
店
の
窓
口

に
置
く
他
、
市
内
の
公
民
館

な
ど
に
も
配
布
し
た
。

熊
澤
淳
子
部
長
は
「
ひ
ろ

く
使
っ
て
見
や
す
い
レ
イ
ア

ウ
ト
に
す
る
な
ど
、
毎
年
の

発
行
ご
と
に
工
夫
を
重
ね
て

き
た
。
２
０
１
７
年
か
ら
は

役
員
の
任
期
に
合
わ
せ
て
２

年
に
１
回
の
発
行
と
し
、
今

年
で

号
を
迎
え
た
。

同
誌
は
、
Ａ
４
版
で
全
１

０
７
㌻
。
同
部
全
体
の
行
事

の
他
、
各
支
部
が
行
っ
た
料

理
教
室
や
旅
行
な
ど
、
活
動

を
幅
広
く
紹
介
し
て
い
る
。

企
画
や
編
集
、
印
刷
、
製
本

ま
で
、
編
集
委
員
を
中
心
に

部
員
が
協
力
し
て
制
作
。
Ｊ

員
が
書
い
た
文
章
の
み
で
構

成
し
て
い
た
が
、
よ
り
多
く

の
人
に
読
ん
で
も
ら
う
た

め
、
イ
ラ
ス
ト
や
写
真
を
多

同
部
は
、
部
員
が
取
り
組

む
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
記
録

に
残
す
た
め
、
１
９
８
８
年

に
同
誌
を
発
刊
。
最
初
は
部

女
性
部
は
３
月

日
部
誌｢

ひ
ろ
ば｣

を
発
行
し
た
２
年
間
の
活
動
と
成
果
を
ま
と

め
た
も
の
で

同
部
の
取
り
組
み
を
組
合
員
や
地
域
住
民
に
広
く
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
目
的
編
集
委
員
ら

人
が
１
冊
ず
つ
手
作
業
で
製
本
し
３
０
０
冊
を
仕
上
げ
た


【５月のイベント】

☆「こどもの日フェア」３日

(金)４日(土)５日(日)

柏餅やちまきをはじめ、こど

もの日にちなんだ加工品など

を多数ご用意します。

☆「ユースマルシェ」４日(土)

青年部員がトマトやスナップ

エンドウ、加工品などを対面

販売します。

☆「母の日フェア」日(土)

日(日)

カーネーションをはじめアレ

ンジメントを多数ご用意しま

す。

☆「乾物商品集合」日(土)

日(日)

㈱旭洋がお薦めの乾物などを

試食販売します。

☆「国産加工豚の日」日(土)

㈱フリーデンが国産豚を使用

した加工品を試食販売しま

す。

☆「旬野菜フェア」日（土)

日（日）

おすすめの旬野菜を店頭販売

します。試食もあります。

☆「らっきょう酢フェア」日

(土)日(日)

試食をたくさんご用意して、

さまざまな料理に大活躍のら

っきょう酢を紹介します。

☆「こんにゃくの日｣日(火)

日（水）

出荷者手作りのこんにゃくを

試食販売します。

☆「たまごの日」毎週月、金曜

日

店頭価格から10％引き。「み

くるべたまご」｢温泉たまご｣

は除きます。

☆「試食の日」毎週火曜日

旬の野菜を使ったお手軽料理

をご紹介します。

☆「お米の日」毎週水曜日

店頭価格から％引き。

☆「お肉の日」毎週木曜日と

日

店頭価格から５％引き。

◎５月日（火)は定休日です

※準備の都合上、イベントが変

更になることがあります。ご

了承ください。

８日（水） ７：～本部役員研修会（９日まで）

日（水） ９：～女性部本部役員料理講習会

〃 ：～女性理事と女性部本部役員との

意見交換会

日（木） ９：～東支部「グラウンドゴルフ」

日（金） ：～ままメートクラブ

〃 ：～北支部「ゴキブリ団子作り」

〃 ：～北支部「健康教室」

日（火） ９：～第１回歩こう会

日（水） ：～ＪＡ助け合い活動交流会

日（木） ８：～北支部「支部旅行（豊洲）」

日（金） ：～大豆プロジェクト会議

〃 ：～女性部サポーター「ボランティ

ア運営委員」会議

５月の女性部行事予定表５月の女性部行事予定表

東支部

池端生活班

班長 牧嶋
まきしま

敏子
と し こ

さん

私
た
ち
池
端
生
活
班
は
、
５
人
で
共
同
購
入
を
中

心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

近
所
に
住
ん
で
い
て
も
、
最
近
は
顔
を
見
て
話
を

す
る
機
会
が
な
か
な
か
な
い
の
で
、
毎
月
共
同
購
入

品
の
配
達
や
支
部
会
の
資
料
を
回
覧
す
る
時
は
、
家

族
や
料
理
の
こ
と
な
ど
、
他
愛
の
な
い
お
し
ゃ
べ
り

で
情
報
を
交
換
し
て
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

て
い
ま
す
。

長
く
続
け
て
き
た
共
同
購
入
は
パ
ル
シ
ス
テ
ム
に

移
行
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
生
活
班

の
方
と
一
緒
に
支
部
活
動
や
い
ろ
い
ろ
な
行
事
に
参

加
し
、
楽
し
く
健
康
に
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

総
会
で
Ｊ
Ａ
女
性
組
織
綱
領
を
唱
和

赤
坂
離
宮
を
訪
れ
た
部
員
ら

■材料（４人分）■

鶏肉（手羽肉またはも

も肉）１枚、ジャガイ

モ中３個、タマネギ中

１個、ニンジン１本、

こんにゃく１／２枚、

サヤエンドウまたはイ

ンゲン適量、油大さじ

２、酒大さじ２、砂糖

大さじ２、しょうゆ大さじ３、水160、顆粒

（かりゅう）だし大さじ２

＜作り方＞

①鶏肉、ジャガイモ、タマネギ、ニンジン、こ

んにゃくを一口大に切る。

②フライパンに油を熱して鶏肉を焼き、色が変

わったら、ニンジン、タマネギ、ジャガイモ

の順に入れて炒める。

③酒、砂糖、しょうゆ、水、顆粒だしを入れ

て、中火で煮る。ひと煮立ちしたら、弱火で

野菜が軟らかくなるまで煮込む。

④こんにゃくを入れ、弱火でさらに５分煮る。

⑤器に盛り付け、ゆでて一口大に切ったサヤエ

ンドウまたはインゲンを飾る。

＜ひとことアドバイス＞

煮込んでいる途中で味見をして、好みの味に

なるように調整してください。ダイコンやレン

コンなどの根菜類を入れてもおいしいです。

西支部 森谷
も り や

好江
よ し え

さん

女性部誌

ひろば号発刊
新
役
員
体
制
ス
タ
ー
ト

第



回

女
性
部
総
会

オ
リ
ジ
ナ
ル
浴
衣
を
披
露

日
頃
の
活
動
を
発
表

家
の
光
大
会
に
４
人
が
登
壇

２
年
間
の
活
動
を
広
く
紹
介

登
壇
し
た
部
員

臨
時
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

場所

今泉582番１

今泉1114番２

今泉1115番１

今泉1115番２

地目

畑

畑

畑

畑

面積（平方㍍）

1003

51

996

49

第

回
通
常
総
会
に
出
席
を

第

回
通
常
総
会
に
出
席
を

５
月

日(

月)

午
後
１
時

分
～

秦
野
市
文
化
会
館
で

部
員
が
手
作
業
で
製
本
し
た
部
誌
「
ひ
ろ
ば
」

（） 年(平成31年)月日(金曜日) 年(平成31年)月日(金曜日) （）女性部 第号 第号 地域･情報Ｊ Ａ は だ の Ｊ Ａ は だ の
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丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐

倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰

儴儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儴儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儴儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儴儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

▽
２
０
１
９
年
度
借
入
金

の
最
高
限
度
額
の
変
更
に
つ

い
て▽

高
額
貸
出
金
の
借
入
申

し
込
み
に
つ
い
て
（
２
件
）

４
月

日
に
理
事
会
を
開

催
し
、
次
の
こ
と
を
審
議
し

ま
し
た
。

▽
２
０
１
８
年
度
貸
借
対

照
表
、
損
益
計
算
書
、
剰
余

金
処
分
案
、
注
記
表
及
び
事

業
報
告
並
び
に
部
門
別
損
益

計
算
書
の
承
認
に
つ
い
て

▽
会
計
監
査
人
の
報
酬
等

の
決
定
に
つ
い
て

▽
「
会
計
監
査
人
選
任
に

つ
い
て
」
を
総
会
に
附
議
す

る
件
に
つ
い
て

▽
㈱
協
同
コ
ン
サ
ル
ト
は

だ
の
定
時
株
主
総
会
の
招
集

お
よ
び
議
題
に
つ
い
て

▽
㈱
協
同
コ
ン
サ
ル
ト
は

だ
の
決
算
お
よ
び
剰
余
金
処

分
な
ら
び
に
２
０
１
９
年
度

役
員
報
酬
に
つ
い
て

▽
第

回
通
常
総
会
表
彰

・
感
謝
状
贈
呈
者
の
決
定
に

つ
い
て

を
割
り
出
し
、
今
後
の
栽
培

管
理
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ

し
た
。

巡
回
の
前
に
は
Ｔ
Ａ
Ｃ

（
地
域
農
業
の
担
い
手
に
出

向
く
Ｊ
Ａ
担
当
者
）
が
、
小

麦
の
販
路
拡
大
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
報
告
。
市
内
の
パ

ン
店
や
洋
菓
子
店
、
レ
ス
ト

ラ
ン
の
９
店
舗
が
新
た
に
秦

野
産
小
麦
の
使
用
を
開
始
し

た
こ
と
な
ど
を
組
合
員
に
説

明
し
た
。
小
泉
貴
寛
組
合
長

は
「
巡
回
の
結
果
を
も
と

に
、
今
後
も
適
切
に
管
理
し

て
質
の
高
い
小
麦
に
仕
上
げ

た
い
」
と
意
気
込
む
。

た
。組

合
員
ら
は

カ
所
の
畑

を
回
り
、
葉
に
含
ま
れ
る
葉

緑
素
の
数
値
を
確
認
し
た

他
、
茎
の
中
で
生
育
し
て
い

る
穂
の
長
さ
を
測
定
。
そ
の

結
果
か
ら
追
肥
の
時
期
や
量

秦
野
小
麦
出
荷
組
合
は
３

月

日
、
良
質
な
小
麦
の
生

産
に
向
け
、
組
合
員
の
畑
を

巡
回
し
て
生
育
状
況
を
確
認

し
た
。
組
合
員
や
県
農
業
技

術
セ
ン
タ
ー
、
Ｊ
Ａ
は
だ
の

の
職
員
ら

人
が
参
加
し

め
水
状
態
を
保
つ
。

〇
除
草
剤
の
使
用
時
期
の

晩
限
（
い
つ
ま
で
使
え
る

か
）
は
、
移
植
後
の
日
数
で

は
な
く
、
ノ
ビ
エ
な
ど
雑
草

の
葉
齢
が
重
要
と
な
る
の

で
、
適
期
を
逃
さ
ず
散
布
す

る
。〇

ノ
ビ
エ
・
コ
ナ
ギ
・
ク

ロ
グ
ワ
イ
な
ど
の
雑
草
が
多

発
す
る
水
田
で
は
、
一
発
処

理
剤
だ
け
で
は
十
分
な
効
果

が
得
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
る

の
で
、
中
期
剤
や
後
期
剤
と

組
み
合
わ
せ
た
体
系
処
理
を

行
う
。

▼
ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ
の

防
除被

害
を
回
避
す
る
た
め
に

は
、
田
植
え
後
に
浅
水
管
理

を

日
程
度
行
い
ま
す
。
撲

滅
は
難
し
い
の
で
、
小
ま
め

な
成
貝
や
卵
塊
の
駆
除
が
必

要
で
す
。

（
稲
毛
）

程
度
、

㌃
当
た
り

箱
が

基
準
で
す
。
た
だ
し
、
前
年

に
紋
枯
れ
病
の
発
生
が
多
か

っ
た
水
田
や
、
分
け
つ
し
や

す
い
「
は
る
み
」
を
早
植
え

す
る
場
合
は
、
蒸
れ
を
防
ぐ

た
め
に
、
株
間
を
広
め
に
す

る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

▼
雑
草
防
除

除
草
剤
の
散
布
効
果
を
高

め
る
た
め
に
、
次
の
こ
と
に

留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
的
確
な
水
管
理
や
漏
水

防
止
の
た
め
に
、
あ
ぜ
塗
り

や
水
口
（
み
な
く
ち
）
・
水

尻
（
み
な
じ
り
）
の
整
備
を

行
う
。

〇
水
掛
か
り
が
均
一
に
な

る
よ
う
に
、
代
か
き
を
丁
寧

に
行
う
。

〇
代
か
き
後
の
雑
草
発
生

を
抑
え
る
た
め
、
代
か
き
か

ら
田
植
え
ま
で
を
５
日
間
以

上
空
け
な
い
。

〇
除
草
剤
散
布
後
７
日
間

は
給
水
・
排
水
を
せ
ず
、
止

緑
色
で
、
太
刀
の
よ
う
に
や

や
曲
が
る
形
が
理
想
で
す
。

苗
の
伸
び
が
悪
い
場
合
、

十
分
に
根
が
張
っ
て
い
な
い

の
で
、
田
植
え
が
困
難
に
な

り
ま
す
。
か
ん
水
を
控
え
て

保
温
期
間
を
長
く
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
苗
が
伸
び
過
ぎ
て

い
る
場
合
は
、
軟
弱
苗
と
な

り
、
田
植
え
後
の
生
育
に
影

響
が
出
る
の
で
、
早
め
に
植

え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
田
植
え

事
前
に
、
田
植
え
機
の
取

扱
説
明
書
を
参
考
に
し
て
点

検
を
行
い
ま
す
。
特
に
、
か

き
取
り
爪
の
摩
耗
・
変
形
、

フ
ァ
ン
ベ
ル
ト
の
劣
化
、
バ

ッ
テ
リ
ー
の
液
量
、
側
条
施

肥
の
場
合
は
肥
料
の
詰
ま
り

な
ど
、
念
入
り
に
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

植
え
付
け
は
１
株
当
た
り

４
～
５
本
と
し
、
１
坪
（
３

・
３
平
方
㍍
）
当
た
り

株

水
稲
の
本
田
初
期
管
理

▼
田
植
え
時
の
苗

田
植
え
時
の
目
標
苗
は
、

本
葉
枚
数
が
２
・
５
枚
、
草

丈

～

㌢
程
度
で
す
。
葉

の
長
さ
は
７
㌢
程
度
で
、
幅

が
広
く
硬
く
、
つ
や
の
あ
る

度
の
写
真
を
多
数
掲
載
し
て

い
る
の
で
、
原
因
と
対
処
法

が
す
ぐ
分
か
る
。

定
価
１
７
２
８
円
（
税
込

み
）

定
価
１
５
１
２
円
（
税
込

み
）症

状
と
原
因
が

写
真
で
わ
か
る

庭
木･

花
木･

果
樹
の
病
害
虫

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

草
間
祐
輔

著

名
前
を
知
ら
な
く
て
も
症

例
写
真
で
よ
く
分
か
る
、
庭

木
・
花
木
・
果
樹
の
病
害
虫

対
策
。
植
物
別
の
目
次
で
調

べ
や
す
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
角

少
量
で
も
お
い
し
い

体

に

や

さ

し

い

季
節
の
お
漬
け
も
の

山
田
奈
美

著

薬
膳
料
理
家
に
よ
る
、
塩

分
控
え
め
で
ヘ
ル
シ
ー
な
漬

物
１
１
２
品
。
定
番
の
梅
干

し
や
ぬ
か
漬
け
は
も
ち
ろ

ん
、
浅
漬
け
や
甘
酢
漬
け
、

オ
イ
ル
漬
け
な
ど
、
ポ
リ
袋

や
空
き
瓶
で
少
量
で
も
お
い

し
く
作
れ
る
の
で
、
忙
し
い

人
に
も
お
薦
め
。

支
所
長
＝
小
島
孝
（
営
農

課
長
）
渉
外
主
任
＝
大
角
地

誠
（
上
支
所
）
芳
野
美
里

（
西
支
所
）

◇
秦
野
駅
前
支
店

支
店
長
＝
向
原
和
儀
（
総

務
課
長
）
次
長
＝
古
谷
秀
俊

（
大
根
支
所
次
長
）

◎
嘱
託
員

◇
共
済
課

堤
小
登
美
（
新
採
用
）

◎
特
別
嘱
託
職
員
（
定
年

再
雇
用
）

◇
企
画
管
理
部
付
㈱
協
同

コ
ン
サ
ル
ト
は
だ
の
出
向

原
敬◇

融
資
課

和
田
靖
夫
（
監
査
課
）

◇
東
支
所
東
給
油
所

浅
見
武
男
（
経
済
課
）

◇
西
支
所
西
給
油
所

北
村
勉
（
東
支
所
東
給
油

所
）◎

４
月
５
日
付
人
事
異
動

◇
東
支
所

業
務
主
任
＝
奥
瀬
美
樹

（
信
用
課
業
務
主
任
）

◇
総
務
課

山
口
将
史
（
企
画
課
）

◎
４
月

日
付
人
事
異
動

◇
大
根
支
所

田
中
ひ
と
み
（
秦
野
駅
前

支
店
・
育
児
休
業
復
帰
）

◇
南
支
所

室
賀
真
実
子
（
西
支
所
・

育
児
休
業
復
帰
）

◎
３
月

日
付
退
職

原
敬
（
企
画
管
理
部
付
㈱

協
同
コ
ン
サ
ル
ト
は
だ
の
出

向
・
課
長
待
遇
）
加
藤
栄

（
経
済
部
長
）
佐
藤
弘
（
上

支
所
長
）
熊
澤
智
（
秦
野
駅

前
支
店
長
）
向
原
朋
也
（
南

支
所
次
長
）
栗
原
淳
（
北
支

所
次
長
）
井
上
拓
也
（
西
支

所
）

賀
井
優
美
（
北
支
所
）
湯
川

朱
夏
（
新
採
用
）

◇
本
町
支
所

支
所
長
＝
大
津
和
也
（
本

町
支
所
次
長
）
次
長
＝
芳
野

淳
一
（
組
織
教
育
課
組
織
農

政
係
長
兼
改
革
推
進
担
当
係

長
）
三
橋
ち
は
る
（
西
支

所
）
西
村
景
子
（
融
資
課
）

守
屋
亮
二
（
鶴
巻
支
店
）

◇
東
支
所

次
長
＝
堤
憲
明
（
組
織
教

育
課
教
育
広
報
係
長
）
渉
外

主
任
＝
芦
川
裕
樹
（
西
支

所
）
加
藤
正
敏
（
本
町
支

所
）
古
川
佳
菜
瑛
（
南
支

所
）
川
田
歩
美
（
新
採
用
）

◇
南
支
所

次
長
＝
益
子
英
治
（
東
支

所
次
長
）
渉
外
主
任
＝
飯
田

将
志
（
南
支
所
）
高
橋
幸
稔

（
鶴
巻
支
店
渉
外
主
任
）
田

中
優
子
（
大
根
支
所
）
麻
生

美
穂
（
東
支
所
）
久
保
寺
悟

（
大
根
支
所
）

◇
北
支
所

次
長
＝
内
田
裕
昭
（
北
支

所
渉
外
主
任
）
渉
外
主
任
＝

諸
星
祐
介
（
南
支
所
渉
外
主

任
）
稲
毛
宏
樹
（
経
済
課
）

磯
谷
虹
介
（
新
採
用
）

◇
西
支
所

支
所
長
＝
山
口
均
（
本
町

支
所
長
）
渉
外
主
任
＝
水
野

明
子
（
西
支
所
）
融
資
主
任

＝
加
藤
英
明
（
企
画
管
理
部

付
神
奈
川
県
信
用
農
業
協
同

組
合
連
合
会
出
向
）
業
務
主

任
＝
髙
野
祐
紀
（
東
支
所
業

務
主
任
）
小
山
田
順
子
（
上

支
所
）
川
口
元
（
北
支
所
）

稲
毛
李
沙
（
鶴
巻
支
店
）
髙

橋
浩
樹
（
東
支
所
）
大
島
琳

花
（
信
用
課
）
石
井
優
奈

（
鶴
巻
支
店
）

◇
上
支
所

石
原
恵
理
子
（
経
済
課
）

◇
営
農
部

営
農
課

課
長
＝
澤
岻
直
樹
（
監
査

課
長
）
毛
利
ゆ
み
子
（
生
活

福
祉
課
）

営
農
課
付
全
国
農
業
協
同

組
合
連
合
会
出
向

係
長
待
遇
＝
牧
嶋
秀
和

（
営
農
課
付
全
国
農
業
協
同

組
合
連
合
会
出
向
・
主
任
待

遇
）店

舗
販
売
課

販
売
係
長
＝
髙
橋
大
樹

（
東
支
所
渉
外
主
任
）
角
田

映
里
子
（
営
農
課
）

◇
経
済
部

部
長
＝
小
澤
範
明
（
企
画

管
理
部
付
㈱
協
同
コ
ン
サ
ル

ト
は
だ
の
出
向
・
支
配
人
）

経
済
課

森
谷
充
（
西
支
所
西
給
油

所
）
落
合
信
悟
（
共
済
課
）

旅
行
セ
ン
タ
ー

楠
岡
友
美
（
組
織
教
育

課
）◇

金
融
共
済
部

部
長
＝
栗
原
浩
一
（
西
支

所
長
）

信
用
課

業
務
主
任
＝
高
橋
綾
乃

（
信
用
課
）
監
物
早
苗
（
南

支
所
）
川
井
ひ
か
り
（
西
支

所
）
有
馬
千
夏
（
新
採
用
）

融
資
課

課
長
＝
小
島
勝
三
（
融
資

課
管
理
係
長
）
小
野
実
奈
世

（
南
支
所
）

◇
大
根
支
所

次
長
＝
遠
藤
裕
美
（
信
用

課
年
金
係
長
）
善
最
結
里

（
本
町
支
所
）
奥
津
有
揮

（
新
採
用
）

◇
鶴
巻
支
店

山
口
雅
弘
（
本
町
支
所
）

綾
部
祐
太
（
大
根
支
所
）
和

野
駅
前
支
店
次
長
）
諸
星
直

美
（
企
画
課
）

◇
企
画
管
理
部

企
画
課

課
長
＝
北
村
和
宏
（
企
画

課
経
理
係
長
）
経
理
係
長
＝

浜
野
靖
（
西
支
所
渉
外
主

任
）
長
嶋
紀
恵
（
総
務
課
）

総
務
課

課
長
＝
村
上
智
（
企
画
課

長
）企

画
管
理
部
付
㈱
協
同
コ

ン
サ
ル
ト
は
だ
の
出
向

支
配
人
＝
板
倉
洋
（
融
資

課
長
）
係
長
待
遇
＝
石
塚
賢

治
（
企
画
管
理
部
付
㈱
協
同

コ
ン
サ
ル
ト
は
だ
の
出
向
）

◇
組
織
部

組
織
教
育
課

教
育
広
報
係
長
＝
寺
澤
昌

美
（
南
支
所
）
組
織
農
政
係

長
兼
改
革
推
進
担
当
係
長
＝

菊
地
秀
行
（
西
支
所
融
資
主

任
）
佐
藤
拓
哉
（
東
支
所
）

生
活
福
祉
課

職
員
人
事

か
っ
こ
内
は
旧
部
署

◎
４
月
１
日
付
人
事
異
動

◇
監
査
室

監
査
室
長
兼
監
査
課
長
＝

清
水
亨
（
金
融
共
済
部
長
）

監
査
係
長
＝
向
原
量
一
（
秦

部
員
ら
は
、
市
内
の
ト
マ

ト
と
キ
ュ
ウ
リ
の
ハ
ウ
ス


カ
所
を
巡
回
。
生
育
状
況
や

肥
培
管
理
、
品
質
な
ど
５
項

目
を
審
査
し
た
。

さ
ら
に
、
栽
培
状
況
を
確

認
し
な
が
ら
参
加
者
同
士
で

意
見
を
交
換
。
施
肥
の
タ
イ

ミ
ン
グ
な
ど
に
つ
い
て
意
見

を
交
わ
し
た
。

須
藤
智
治
部
長
は
「
栽
培

状
況
を
見
な
が
ら
意
見
を
交

換
で
き
る
の
で
、
貴
重
な
機

会
に
な
っ
て
い
る
。
今
後
も

部
員
同
士
で
協
力
し
て
品
質

が
高
い
野
菜
を
生
産
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
た
。

共
進
会
の
結
果
は
２
面

「
受
賞
お
め
で
と
う
！
」
に

掲
載
。

ン
タ
ー
職
員
、
Ｊ
Ａ
職
員
ら

７
人
が
参
加
。
品
質
を
さ
ら

に
向
上
さ
せ
る
た
め
、
栽
培

管
理
な
ど
の
情
報
を
交
換
し

た
。

や
さ
い
部
会
施
設
部
は
３

日
、
部
員
の
ハ
ウ
ス
を
巡
回

し
、
立
毛
品
評
会
と
併
せ
て

現
地
検
討
会
を
開
い
た
。
同

部
の
役
員
や
県
農
業
技
術
セ

連
合
会
会
長
賞
＝
伊
奈
清

（
下
大
槻
）
入
選
＝
田
中
和

幸
（
上
大
槻
）

◎
キ
ュ
ウ
リ
の
部
▽
入
選

＝
小
島
晴
夫
（
上
大
槻
）

９
、

の
両
日
、
県
内
圃
場

を
巡
回
し
て
開
か
れ
た
。
審

査
の
結
果
は
次
の
通
り
。

◎
ト
マ
ト
の
部
▽
特
別
賞

・
神
奈
川
県
施
設
野
菜
組
合

◎
ト
マ
ト
の
部
▽
入
選
＝

田
中
和
幸
（
上
大
槻
）

◇

第

回
神
奈
川
県
施
設
野

菜
共
進
会
（
立
毛
の
部
）
が

優
良
賞
＝
髙
橋
誠
一(

下
大

槻)

▽
佳
良
賞
＝
髙
橋
庸
郎

(

尾
尻)

杉
崎
誠(

菩
提)

◇

第

回
神
奈
川
県
施
設
野

菜
共
進
会
が
４
日
、
日
比
谷

花
壇
大
船
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ

ー
で
開
か
れ
た
。
審
査
の
結

果
は
次
の
通
り
。

◇

や
さ
い
部
会
施
設
部
は
３

日
、
市
内
圃
場
（
ほ
じ
ょ

う
）
を
巡
回
し
て
立
毛
共
進

会
を
開
い
た
。
審
査
の
結
果

は
次
の
通
り
。

◎
ト
マ
ト
の
部
▽
優
秀
賞

＝
田
中
和
幸
（
上
大
槻
）
▽

優
良
賞
＝
伊
奈
清
（
下
大

槻
）
髙
橋
庸
郎
（
尾
尻
）
▽

佳
良
賞
＝
村
上
耕
一
（
堀
山

下
）
須
藤
智
治
（
菖
蒲
）
今

井
忠
春
（
南
矢
名
）

◎
キ
ュ
ウ
リ
の
部
▽
優
秀

賞
＝
小
島
晴
夫(

上
大
槻)

▽

受
賞
お
め
で
と
う
！

日
頃
の
成
果
を
発
揮

第

回
神
奈
川
県
Ｂ
＆
Ｗ

シ
ョ
ー
が
３
月

日
、
県
家

畜
集
合
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ

た
。
審
査
の
結
果
は
次
の
通

り
。◎

第
１
部
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

種
未
経
産
の
部
▽
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
＝
井
上
竜
也
（
横
野
）

◎
第
８
部
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

種
経
産
の
部
▽
リ
ザ
ー
ブ
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
１
席
＝
原
秀
徳

（
今
泉
）

て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
市
内

で

件
の
労
災
申
請
事
故
が

発
生
し
ま
し
た
。
農
業
機
械

を
使
用
す
る
前

に
は
、
必
ず
整

備
や
始
業
点
検

を
実
施
し
、
小
ま
め
に
休
息

を
取
る
な
ど
、
事
故
防
止
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

を
記
載
し
た
看
板
を
設
置

し
、
来
所
者
に
注
意
を
呼
び

掛
け
ま
す
。

市
内
で
は
、
農
業
従
事
者

の
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
、
農

作
業
中
の
事
故
が
毎
年
起
き

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は
、
農
作
業

事
故
撲
滅
を
目
的
に
、
春
期

農
作
業
安
全
運
動
を
実
施
し

ま
す
。
運
動

期
間
は
５
月

１
月
（
水
）

～
６
月

日
（
日
）
ま
で
。

期
間
中
は
、
本
所
と
各
支
所

・
支
店
に
農
作
業
安
全
標
語

有
。
さ
ら
に
、
小
動
物
の
捕

獲
後
の
処
理
方
法
や
学
校
給

食
へ
の
地
場
産
農
産
物
の
活

用
方
法
、
市
が
設
け
る
「
秦

野
優
良
農
産
物
登
録
認
証
制

度
」
の
基
準
な
ど
に
つ
い
て

意
見
を
交
わ
し
た
。

最
後
に
、
同
協
会
の
会
長

を
務
め
る
山
口
政
雄
組
合
長

が
、
高
橋
市
長
に
地
場
産
の

イ
チ
ゴ
を
贈
呈
し
、
継
続
的

な
支
援
を
要
請
し
た
。

懇
談
会
は
農
家
の
声
を
市

政
に
反
映
さ
せ
、
よ
り
良
い

営
農
環
境
づ
く
り
を
進
め
る

こ
と
が
目
的
。
年
度
ご
と
に

市
長
や
市
議
会
議
員
、
県
議

会
議
員
を
招
き
、
話
し
合
い

の
場
を
設
け
て
い
る
。

懇
談
会
で
は
、
同
協
会
を

構
成
す
る
Ｊ
Ａ
各
業
種
別
部

会
の
活
動
内
容
や
抱
え
て
い

る
課
題
の
他
、
市
の
農
業
施

策
な
ど
に
つ
い
て
情
報
を
共

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は
、
結
婚
相
談
員
の

任
期
満
了
に
伴
い
、
新
た
な
相
談
員

を
含
め

人
を
委
嘱
し
た
。
結
婚
相

談
員
は
次
の
通
り
。

▽
大
根
地
区
＝
三
竹
芳
枝
（
北
矢

名
）
佐
藤
千
鶴
子
（
鶴
巻
）

▽
東
地
区
＝
込
山
ゆ
き
ゑ
（
東
田

原
）
坂
口
好
子
（
蓑
毛
）

▽
南
地
区
＝
守
屋
隆
（
大
秦
町
）

和
田
正
昭
（
清
水
町
）

▽
北
地
区
＝
相
原
茂
夫
（
横
野
）

小
山
田
須
美
恵
（
三
屋
）

▽
西
地
区
＝
森
谷
年
子
（
並
木

町
）
永
山
和
夫
（
千
村
）

▽
上
地
区
＝
和
田
さ
か
え
（
柳

川
）Ｊ

Ａ
の
結
婚
相
談
事
業
に
は
現

在
、
男
女
合
わ
せ
て
１
２
０
名
以
上

が
登
録
。
こ
れ
ま
で
に
１
１
４
組
が

成
婚
し
て
い
る
。

お気軽にご相談ください

三竹芳枝さん佐藤千鶴子さん込山ゆきゑさん

坂口好子さん守屋隆さん和田正昭さん相原茂夫さん

小山田須美恵さん森谷年子さん永山和夫さん和田さかえさん

11人に委嘱結
婚
相
談
員

結
婚
相
談
員

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
は
だ
の
は
５
月


日
（
土
）
～

日
（
土
）
、
ボ
ー
ド

ン
袋
・
テ
ー
プ
類
の
割
引
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。
期
間
中
は
特

別
価
格
で
販
売
し
ま
す
の
で
、
お
得

な
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
購
入
く
だ
さ

い
。お

問
い
合
わ
せ
は
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン

は
だ
の
ま
で
。
☎

－
７
７
１
９

秦
野
市
園
芸
協
会
は

日
、
本
所
で
高
橋
昌
和
市

長
と
の
懇
談
会
を
開
い
た
。
同
協
会
の
委
員
の
他
、

Ｊ
Ａ
や
市
の
役
職
員
ら

人
が
出
席
し
、
地
域
農
業

の
さ
ら
な
る
活
性
化
に
向
け
て
活
発
に
意
見
を
交
換

し
た
。

〈
俳
句
〉
（
酒
井

敏
光

選
）

待
ち
人
は
遠
に
失
せ
た
り
花
衣佐

藤
英
美
子
（
南
矢
名
）

手
作
り
の
ス
カ
ー
フ
な
び
く
花
衣

森
高

由
子
（
渋

沢
）

も
ぐ
ら
山
蔽
い
隠
せ
る
花
の
山高

島
美
和
子
（
名
古
木
）

花
時
や
サ
ン
ド
ウ
イ
ッ
チ
は
品
薄
に

吉
田

清
美
（
渋

沢
）

花
万
朶
忘
我
の
肩
に
二
三
片

菊
池
と
し
え
（
菩

提
）

祖
父
母
し
て
古
式
床
し
き
花
衣志

賀

明
子
（
千

村
）

竹
藪
に
初
音
の
と
ど
く
昼
下
が
り

芦
川

松
江
（
八

沢
）

生
き
甲
斐
に
湧
く
や
勢
の
花
衣柴

崎

和
子
（
渋

沢
）

大
樹
な
る
里
の
桜
の
道
し
る
べ高

橋

順
子
（
大
秦
町
）

雨
兆
す
濡
る
る
を
厭
う
花
衣

柳
川
み
ち
子
（
栄

町
）

波
静
光
る
令
和
の
力
こ
ぶ

石
原

松
枝
（
渋

沢
）

雨
混
じ
て
膝
よ
り
冷
ゆ
る
花
衣

選
者

〈
短
歌
〉
（
久
保
寺

富
男

選
）

春
彼
岸
墓
誌
に
刻
ま
れ
し
う
か
ら
ら
の

苦
し
き
最
後
よ
み
が
え
り
た
り

八
木

実
（
鶴
巻
北
）

評

具
体
的
な
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
が
、
作
者
の

み
が
知
っ
て
い
る
そ
れ
ぞ
れ
の
今
際
の
苦
し

み
が
心
に
よ
み
が
え
っ
て
く
る
と
い
う
の
で

あ
る
。
思
い
の
深
い
歌
で
あ
る
。

尊
徳
に
ゆ
か
り
の
棚
田
を
日
光
に

訪
え
ば
堀
に
は
水
豊
か
な
り

細
田

富
士
（
千

村
）

世
の
安
寧
祈
る
思
い
に
天
皇
の

御
声
震
え
る
を
か
し
こ
み
て
聞
く

久
保
田

浩
（
寺

山
）

杖
を
つ
き
五
分
ほ
ど
な
る
集
会
所

月
一
回
の
吾
百
歳
の
憩
い
の
場今

井

か
め
（
羽

根
）

ケ
ー
ン
ケ
ン
と
菜
園
に
届
く
春
の
声

盆
地
の
平
和
つ
げ
る
ご
と
く
に伊

東

久
（
渋

沢
）

も
の
な
べ
て
芽
吹
く
春
来
ぬ
畑
の
草

取
り
て
こ
の
日
も
静
か
終
わ
り
ぬ

石
田
こ
ず
ゑ
（
水
神
町
）

敷
島
の
大
和
の
国
に
桜
満
ち

妻
の
忌
の
日
の
ま
た
め
ぐ
り
く
る

選
者

税務相談日 ５月日（金）
午前９時分～

法務相談日 ５月日（火）
午後１時分～

場所 本町支所
予約制ですので、事前にお電話にてご予約をお願い
します。受け付け順に相談時間が決まります。

受け付け・ご予約は㈱協同コンサルトはだの

☎－

結婚相談日

５月日（金）

時間 午前９時～正午

場所 本所農業団地センター

１階

お問い合わせ

組織教育課☎－7714

施
設
部
が
ハ
ウ
ス
巡
回

意
見
交
わ
し
品
質
向
上
へ

幼穂の長さを確認する組合員ら

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
は

農
家
を
応
援
し
ま
す

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
は

農
家
を
応
援
し
ま
す

ボードン袋･テープ類
割引キャンペーン

５月日(土)～日(土)

トマトの生育を確認する部員ら

良
質
な
小
麦
生
産
を
出
荷
組
合
が

生
育
を
確
認

秦 野 市

園芸協会

よ
り
良
い
営
農
環
境
へ

市
長
と

懇

談

活
性
化
へ
支
援
求
め
る

農
作
業
前
に
確
認
６
月

日
ま
で

春
期
安
全
運
動

農業活性化へ活発に意見を交換

Ｊ Ａ は だ のＪ Ａ は だ の 地域･情報 第号 第号 営　農（） 年(平成31年)月日(金曜日) 年(平成31年)月日(金曜日) （）


